
1.業務概要 

1.1 業務目的 

 本業務は，令和 12 年度末の北海道新幹線長万部駅開業によって増加することが見込まれる交通需要

や駅利用者の円滑な移動に対応できる東西口駅前広場及び西口アクセス道路の測量と自由通路基本設

計の実施を目的とする． 

 

1.2 業務概要 

1）委託業務名   自由通路基本設計・駅前広場等測量業務委託  

2）業務の場所  長万部町字長万部 JR 北海道長万部駅  

3）工 期  令和 3年 5月 25 日～令和 4年 3月 31 日 

4）業務内容 

自由通路基本設計業務 

橋梁予備設計 1式 

上屋・昇降棟設計1式 

西口駅前広場・東口駅前広場(昇降棟区域)等測量業務 

基準点測量 1式 

現地測量 1式 

路線測量 1式 

用地測量 1式 
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3.上部工形式の選定 

 本橋の跨線橋部分の形式選定を行う．施設配置の計画により自由通路の路面計画高は 11.750ｍとさ

れており，これを守りつつ，在来線の建築限界を確保する（桁下高 10.800ｍ以上）桁種を選定する必

要がある． 

また，跨線橋部分については，長万部町の計画する自由通路の他，JR 北海道にて，改札内の新幹線

⇔在来線の乗換え跨線橋も計画されており，JR 北海道より，下部工の共用を希望されている． 

 本業務（自由通路基本設計）では，乗り換え跨線橋は計画対象外であるが，詳細設計時に乗換え跨

線橋の構造と整合がとれるように配慮する． 

 上部工の桁形式は下記の理由より，鋼床版箱桁橋とする． 

 

①支間長に対して桁高を小さくできる 

→計画条件である路面高（新幹線コンコース階計画高）とした上で，桁下高さを在来線建築限界より

上に設定可能な構造形式である．（桁高 0.9m，支間長35ｍ程度） 

※他形式：ex コンクリート桁，コンクリート床版鋼桁では，構造的に成立しない． 

(次項上部構造形式と適用支間長，適用桁高表参照) 

 

②形状の自由度が高い 

→乗り換え跨線橋等の動線に合わせた平面形状が比較的容易に計画可能 

 

③鉄道上空の架設工事に適する 

→他形式と比較して軽量であるため，桁と床版の一括架設が可能．線路上空作業時間が短い． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 跨線人道橋（箱桁橋）の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上表は道路橋（車道）の実績を踏まえたものである．本計画は歩行者を対象としており，桁高スパ

ン比は 2 径間案で 桁高 0.900m/支間長 37.8m，1/42 となる（構造計算により確認）． 

 

 

1/25

1/18

1/20

1/18

1/23

1/25

鋼床版箱桁橋 1/27

-

少数主桁橋 1/15

1/25

インテグラル橋(上下部一体型複合ラーメン橋) 1/18

単純トラス 1/9

連続トラス 1/10

ランガー桁橋 -

ローゼ桁橋 -

中路 ローゼ桁橋 -

ランガー桁橋 -

-

ローゼ桁橋 -

-

アーチ橋(無補剛) -

-

-

上部構造形式と適用支間長，適用桁高表

50

非合成箱桁

斜張橋

吊橋

100 150 200

補

剛
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上路
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ス

桁高スパ
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比の目安
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単

純

形

式

H形鋼橋

非合成飯桁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　支

間長(m)

　橋梁形式

細幅箱桁橋

π型ラーメン橋

連

続

形

非合成飯桁橋

非合成箱桁橋

鋼床版鈑桁橋

ニールセン系ローゼ桁橋

下路

１径間：L=52.5

２径間：L=37.8

橋梁基本設計概要-4



▼11.750駅コンコース

下
り
本
線

上
り
本
線

上
り
副
本
線

60000

推定支持層線

260052500

P1 P2

M F

4900

ESCEV

←3.5％ 3.5％→
LEVEL=20.000ｍ

６
番
線

５
番
線

入
換
通
路
線

４
番
線

３
番
線

２
番
線

１
番
線

30 500

11
12
9
24
27
27
14
21
20
19
19
19
31
37
56

33
33

28
83
71
94
214

昇降棟

(計画)

EV

N
o
.0

+
5
2
.
5
00

+
5
5
.
1
00

-
4
.
9
00

自由通路桁下高　▼10.800
自由通路計画高　▼11.750～12.450

東口計画高(想定)　▼4.300

シルト質砂

固結シルト

礫混じり砂

砂

砂礫

シルト混じり砂

礫混じり砂

回転杭Φ500　
　L=17m

回転杭Φ500　
L=17m

3500

2000

3500

2000

1
6
00

R.L=4.70

第
２
乗
降
場

第
１
乗
降
場

新
幹
線
測
量
中
心

No27-28-9

GH= 4.29m
dep=29.00m

236km 000m CL

LEVEL

9
0
0

400
歩道建築限界

6000

2
5
0
0

3
0
0
0 ①②

3.00

③

1.00

④

0.50

③

1.00

④

0.50

5
0

1500

9
0
0～
1
60
0

1700 1700

600

検査路

600

検査路

桁端部

支間中央

3400

400

8200

700700

6800

▼11.750駅コンコース

下
り
本
線

上
り
本
線

上
り
副
本
線

６
番
線

５
番
線

入
換
通
路
線

４
番
線

３
番
線

２
番
線

１
番
線

30 500

11
12
9
24
27
27
14
21
20
19
19
19
31
37
56

33
33

28
83
71
94
214

自由通路桁下高　▼10.800

回転杭Φ500　
　L=17m

回転杭Φ500　
L=17m

回転杭Φ500　
　L=17m

昇降棟

(計画)

EV

東口計画高(想定)　▼4.300

自由通路計画高　▼11.750

60000

260032500

P3

4900

N
o
.0

+
5
2
.
50
0

-
4
.
90
0

20000

+
3
2
.
50
0

P2

シルト質砂

固結シルト

礫混じり砂

砂

砂礫

シルト混じり砂

礫混じり砂

推定支持層線

3500

1500

3500

2000

3500

1500

+
5
5
.
10
0

LEVEL 9
0
0

ESCEV

P1

R.L=4.70

第
２
乗
降
場

第
１
乗
降
場

新
幹
線
測
量
中
心

No27-28-9

GH= 4.29m
dep=29.00m

236km 000m CL

LEVEL

9
0
0

400
歩道建築限界

6000

2
50
0

3
0
0
0 ①②

3.00

③

1.00

④

0.50

③

1.00

④

0.50

5
0

1500

9
0
0

34001700 1700

600

検査路

600

検査路

400

8200

700700

6800

LEVEL

9
0
0

400
歩道建築限界

6000

2
5
003
0
00 ①②

3.00

③

1.00

④

0.50

③

1.00

④

0.50

5
0

1500

9
0
0

34001700 1700

600

検査路

600

検査路

400

8200

700700

6800

下
り
本
線

上
り
本
線

上
り
副
本
線

10.0

６
番
線

５
番
線

入
換
通
路
線

４
番
線

３
番
線

２
番
線

１
番
線

30 500

11
12
9
24
27
27
14
21
20
19
19
19
31
37
56

33
33

28
83
71
94
214

▼11.750駅コンコース

昇降棟

(計画)

EV

自由通路桁下高　▼10.800

東口計画高(想定)　▼4.300

自由通路計画高　▼11.750

60000

260014700

P3

4900

N
o
.0

+
5
2
.
50
0

-
4
.
90
0

37800

+
1
4
.
70
0

P2P1

シルト質砂

固結シルト

礫混じり砂

砂

砂礫

シルト混じり砂

礫混じり砂

推定支持層線

回転杭Φ500　
　L=17m

回転杭Φ500　
L=17m

回転杭Φ500　
　L=17m

3500

1500

3500

2000

3500

1500

+
5
5
.
10
0

LEVEL 9
0
0

ESCEV

R.L=4.70

第
２
乗
降
場

第
１
乗
降
場

新
幹
線
測
量
中
心

No27-28-9

GH= 4.29m
dep=29.00m

236km 000m CL

橋梁形式２次選定比較表(その１)

工事名

縮尺

作成年月日

会社名

事業者名

図面名

図面番号 葉の内

橋梁形式２次選定比較表(その１)

令和４年３月

北海道　長万部町

景観・環境

維持管理性

施　工　性

側　面　図 断　面　図 評価項目 総合評価概算工事費（千円）

29/40

3/5

3/517/40 58

（実績）　　実績も多く特に問題はない．

（施工工期）大規模な送出し構台が必要なため，工期が長い．

（施工ヤード）鉄道敷地外に施工用のヤードが広く必要となる．

（点検部材数）単純桁であり，点検する下部工は少ない．

（点検支承数）単純桁であり，点検する支承数は少ない．

（側面景観）主桁が塗装鋼材のため，彩色が可能．

（実績）実績も多く特に問題はない．

（施工工期）送出し構台が必要なため，通常の工期より長い．

（塗装の更新）定期的に(約30年間隔)塗装の更新が必要となる．

景観・環境

維持管理性

施　工　性

景観・環境

維持管理性

施　工　性

案

（施工ヤード）鉄道敷地外に施工用のヤードが広く必要となる． 嵩上げの影響

が少なく有利な

ため，推奨案と

する．

経済性に優れ

維持管理性にも

優れるため，

推奨案とする．

工 事 名

18/40

3/5

4/536/40 68

27/40

3/5

4/540/40 81

１
径
間
案

２
径
間
案
１

２
径
間
案
２

（騒音振動）支間が大きいため，たわみがやや大きい

（点検部材数）連続桁であり，点検する下部工は3基．

（点検支承数）連続桁であり，点検する支承数は2個☓3基．

（側面景観）主桁が塗装鋼材のため，彩色が可能．

（塗装の更新）定期的に(約30年間隔)塗装の更新が必要となる．

　　　　　　桁横が水平なため，景観に違和感が無い．

（騒音振動）通常の歩道橋と同程度である．

　　　　　　　P1-P2間は送出し架設が必要となる．

（実績）実績も多く特に問題はない．

（施工工期）トラッククレーン架設として通常の工期となる．

（施工ヤード）鉄道敷地外に施工用のヤードが必要．

（点検部材数）連続桁であり，点検する下部工は3基．

（点検支承数）連続桁であり，点検する支承数は2個☓3基．

（側面景観）主桁が塗装鋼材のため，彩色が可能．

（塗装の更新）定期的に(約30年間隔)塗装の更新が必要となる．

　　　　　　桁横が水平なため，景観に違和感が無い．

（騒音振動）通常の歩道橋と同程度である．

　　　　　　　550ｔクレーンで架設計画が可能．

　　　　P2橋脚施工は，深夜帯に列車間合いの確保が可能

　　　　　　　P2橋脚施工は，列車間合いの確保が困難

構　造　性

6/10

（実績）標準的な形式で，実績も多く特に問題はない．

（桁高）構造高は900～1600mmと大きい．

構　造　性

構　造　性

　　　　たわみ剛性を確保する為，縦断勾配を設け変断面とする．

　　　　勾配は約3.5％となる．

7/10

7/10

（実績）標準的な形式で，実績も多く特に問題はない．

（桁高）構造高は900mmとして，計画路面高として計画可能．

　　　　橋脚位置を第一乗降場としているため，

（実績）標準的な形式で，実績も多く特に問題はない．

（桁高）構造高は900mmとして，計画路面高として計画可能．

　　　　橋脚位置を第二乗降場としているため，ホーム乗降客と

　　　　橋脚柱が重ならない．

　　　　ホーム乗降位置に橋脚柱を設ける事になる．

上部構造           423,211

下部構造            97,345

初期コスト         520,556

      比率  1.769

維持管理コスト     235,858

      比率  1.293

LCC                756,414

      比率  1.568

上部構造           232,741

下部構造           116,415

初期コスト         349,156

      比率  1.187

維持管理コスト     182,463

      比率  1.000

LCC                531,619

      比率  1.102

上部構造           177,834

下部構造           116,415

初期コスト         294,249

      比率  1.000

維持管理コスト     188,070

      比率  1.031

LCC                482,319

      比率  1.000

橋梁基本設計概要-5
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橋梁形式２次選定比較表(その２)

工事名

縮尺

作成年月日

会社名

事業者名

図面名

図面番号 葉の内

橋梁形式２次選定比較表(その２)

令和４年３月

北海道　長万部町

景観・環境

維持管理性

施　工　性

側　面　図 断　面　図 評価項目 総合評価概算工事費（千円）

15/40

1/5

5/539/40 68

３
径
間
案

案

経済性に優れ

維持管理性にも

優れるため，

推奨案とする．

（実績）実績も多く特に問題はない．

（施工工期）トラッククレーン架設として通常の工期となる．

（施工ヤード）鉄道敷地外に施工用のヤードが必要．

（点検部材数）連続桁であり，点検する下部工は4基．

（点検支承数）連続桁であり，点検する支承数は2個☓4基．

（側面景観）主桁が塗装鋼材のため，彩色が可能．

（塗装の更新）定期的に(約30年間隔)塗装の更新が必要となる．

　　　　　　桁横が水平なため，景観に違和感が無い．

（騒音振動）通常の歩道橋と同程度である．

　　　　　　　550ｔクレーンで架設計画が可能．

　　　　　　　P3橋脚施工は，列車間合いの確保が困難

構　造　性

8/10

（実績）標準的な形式で，実績も多く特に問題はない．

（桁高）構造高は900mmとして，計画路面高として計画可能．

　　　　橋脚位置を第一乗降場にも予定しているため，

　　　　ホーム乗降位置に橋脚柱を設ける事になる．

上部構造           158,304

下部構造           138,365

初期コスト         296,669

      比率  1.008

維持管理コスト     194,084

      比率  1.064

LCC                490,753

      比率  1.017

橋梁基本設計概要-6
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2
0
0

R.L= 4.70

▽10.800

線路高は５番線の実測高さ4.684を基に4.70と設定した．
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2
5

18
00 18
00

18
00

5
4
0
0
　
※
3

※1

架空電車線から交流の電気の供給を受けて運転する線路にお

ける架空電車線並びにその懸吊装置 及び絶縁補強材以外のも

のに対する限界

※2

トンネル,跨線橋,雪覆い及びその前後の区間において必要が

ある場合の 架空電車線から交流の電気の供給を受けて運転す
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転する線路における架空電車線並ひにその懸吊装置 及び絶縁

補強材以外のものに対する限界.
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工事名

縮尺

作成年月日

会社名

事業者名

図面名

図面番号 葉の内

令和４年３月

北海道　長万部町

図示

設計条件

橋　　種 人道橋

設計荷重

構造形式

昇降方式

有効幅員

縦断勾配

横断勾配

設計水平震度

適用基準

群集荷重：3.5KN/㎡　雪荷重：3.9KN/㎡(積雪深110cm)

鋼床版箱桁橋

階段/エスカレータ/エレベータ

通路部 : Level

通路部 : Level

通路部 : タイル舗装 t=50㎜　

地域別補正における地域区分. B2地域（北海道　山越郡）

立体横断施設技術基準・同解説

道路橋示方書・同解説

建設省制定土木構造物標準設計第5巻

道路の移動円滑化整備ガイドライン

(H29.11 : 日本道路協会)

(S54. 1 : 日本道路協会)

(S59    : 全日本建設技術協会)

(国土技術研究センター)

鋼　　材

連 結 材

コンクリート 下部工

下部工

σck = 24N/mm2

SD345

トルシア型高力ボルト M22(S10T)

SM400,SM490Y　 M22(S10T）

床　　版

舗　　装

通路部 : 鋼床版 t=8㎜

平面線形 R = ∞（直線）

斜　　角 90°00' 新幹線測量中心線に対して直交

跨線部 : 6.800m総 幅 員

跨線部 : 6.000m　階段部：4.000m

橋　　長 L = 60.000m

橋脚間隔 跨線部 : L= 14.700m + 37.800m

使
用
材
料
鉄　　筋

Ⅱ種地盤　　LEVEL1：　Kh0=0.25　LEVEL2　道路橋示方書V　標準地震波

自由通路橋　橋梁一般図（2径間案2）

2径間案2

建築計画 その他計画

平面図　S=1:500

橋梁基本設計概要-7



4.
1

4
.0

3
.7

4
.3

4.
2

4
.4

4.
2

4.
1

4.
1

4.
3

３
０

６
３

１
０

３
３

０
７

８
２

駅前幹

１
３

駅前幹

１
４

Ｔ
Ｂ

ト
２

ト

ト
２

ト

ト

（
ホ
）

（
ホ
）

（
ホ
）

（
ホ
）

（
ホ
）

NO
59

N
O5
8

R
-9

R
-4

R-
10

R-
8

R
-5

R-
3

NO
10
4

NO
60

R-
7

N
O

NO
61

R-
6

0
km

旅
客
上
家
2号

有
効
長
 L
=2
61
m0
0 
D=
6m
90
 H
=0
m9
2

桝
桝

桝
桝
桝

桝

桝

ミ
ラ
ー

信
号
標

As

A
TS
リ
レ
ー

信
号
標

信
号
標

工

歩
歩
行
板

ケ
ー
ブ
ル
ト
ラ
フ

工
力
6

0k
m距
離
標

A
TS

U2
40

U
24
0

工
力
6
-1

歩
行
板

ス
ピ
ー
カ

標

所詰

W
 C

駅
前
幹
1
4右
1

工

As

駅
 前
 広
 場

長
 万
 部
 駅

桝

工

工
力
6-
3

ケ
ー
ブ
ル
ト
ラ
フ

As
駅
名
標

時
刻
標

照

75

モ
ニ
タ
ー

ス
ピ
ー
カ

照
照

105 5

As
照

10

ミ
ラ
ー

歩
行
板工

ス
ピ
ー
カ

工
力
7

桝

A
TS

第
 
２
 乗
 降
 場

旅
客
上
家
5号

A
TS
リ
レ
ー

M
M

M

M
M

M

会
議
所
2号

工
力
6-
2

埋
設
標

S
GP
φ
10
0

S
GP
φ
50

K
DD
I地
下
ケ
ー
ブ
ル
( 想
定
ル
ー
ト
) 工

T1
8

入
換
通
路
線

PE 75A

PLS 80A

PLP 50

2
00
VU

20
0V
U

2
00
VU

VP100Φ

線路覆工

作業ヤード

660㎡
クレーン

設置ヤード

20.6

3
1.
9

町
道
本
通
線

5
04

汚
φ
63
0

雨

幅
 外
46
0 
内
3
00
 

汚
φ
63
0

0 

N
TT

3
0,
63
,1
0,
24
,7
6,
15

(北
)南
幹
1直
1

NT
T

30
,
63
,1
0,
23
,4
5,
96

(
北
)
南
幹
1

推定支持層線

東口駅前広場(現況)

通
路
線

歩
行
板

RL=4.7RL=4.7

2.75m

2b2=

1.00m

Ⅲ Ⅱ

9.96

b2=0.50m 地盤改良

本線横断部の架設

ブロック重量　49t

2.75m

施工基面幅

B1=9.15m

施工基面幅

B1=9.15m

近接程度の判定

1.5 B1=
13.73m

架空線

550t吊オールテレーンクレーン

油圧式トラッククレーン（160t吊）

Ⅰ

６
番
線

５
番
線

入
換
通
路
線

４
番
線

３
番
線

２
番
線

１
番
線

ブロック重量　24t

駅舎接続部，桁の架設

線路覆工

9
0
0

1500

9
00

34001700 1700

単材架設

下部工　橋脚

9
0
0

R=26

R1
6
.0

ブロック重量　56t

ブロック重量　24t

550t吊オールテレーンクレーン

地組みヤード

架空線

架
空
線

架
空
線

架
空
線

架空
線

仮置場所

油圧式トラッククレーン（160t吊）

50tラフタークレーン

R31

(m)

作業半径
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（単位：ｔ）
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カウンタウエイト 35t

工事名

縮尺

作成年月日

会社名

事業者名

図面名

図面番号 葉の内

令和４年３月

北海道　長万部町

1:500(A3)

側面図 S=1:500

平面図　S=1:500

平面は JR北海道貸与資料「01_計画平面図20200204」より

自由通路橋　架設計画図
【架設計画案　その3】

通路断面図　S=1:100

自由通路橋　架設計画図
【架設計画案　その3】
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7.詳細設計への申送り事項 

 本業務では，橋脚設置位置をホーム上として，軌道の間を掘削する計画としている．また，上部工

桁架設時には，軌道内でクレーン作業をする計画である． 

 これについて，ＪＲ北海道に事前照会したところ，下記の回答があった． 

 

回答：JR 北海道 工務部管理課 

 

（１）鉄道の信号機の視認性について 

 ・当然、まだ自由通路の設計段階なので未確定ですが、現地を見た限り、 

  信号機の見通しは自由通路新設により影響を受けると思われます。 

 ・すべての番線の信号機に対して、中継信号機の設置が必要と思われます。 

 

（２）P2 橋脚（第２乗降場（５番線・６番線）札幌方）の基礎について 

 ・フーチングが深く、仮土留による掘削が必要と思われますが、仮土留から軌道（5番線・6番線）が近く、 

  掘削時の地盤変位により軌道にも変位が出るため施工できないと思われます。 

 ・掘削時の軌道変位を抑制できる設計をお願いします。 

 

（３）第 2乗降場札幌方へのクレーン配置について 

 ・5番線と6番線の線間では、アウトリガーを張り出せる幅が不足していました。 

 ・日中はアウトリガーをたたんで線間にクレーン車を置いておき、 

  夜間にアウトリガーを張り出して作業を行う流れで施工できるか、ご検討いただけますでしょうか。 

 

なお、（２）および（３）に関連して、 

工事施工期間中は 5番線あるいは 6番線のどちらかを使用停止とし、軌道を撤去したうえで 

橋脚および桁架設工事を施工することはどうか？と思うのですが、 

その場合の架設計画をご検討いただくことは可能でしょうか。 

（ 白老駅では、4番線を一時撤去して自由通路を建設しました） 

 

詳細設計への申送り事項【橋脚基礎について】 

予備設計では，橋脚の底版の土被りは，鉄道敷地内，敷地外ともに2.0ｍ前後に設定した． 

 ただし，鉄道敷地内で軌道に近接した箇所については，施工時に地盤の変状を極力抑えるため，掘

削深さを小さくする等，軌道変位を抑える対策が必要となる． 

 JR 北海道からの情報によれば，他駅の施工事例では，ホーム高さから2.0ｍ～2.5ｍの位置を底版下

面とした例（下図）があり，計画 P2 橋脚については，土被りを小さくする検討が必要となる． 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

橋梁基本設計概要-9



詳細設計への申送り事項【上部工架設について】 

現在，推奨架設案で想定しているクレーンは 160ｔクレーンであり，のアウトリガ張り出しは 8.0～

8.8ｍ（脚中心）程度になる．軌道内を作業ヤードとして利用し，線路閉鎖での夜間施工を想定してい

る．また，一時的に反力板が軌道にはみ出ると想定される． 

軌道への影響，線路覆工の方法，具体的な工程など鉄道事業者と協議・調整する必要がある． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果品目録

番号 項目 種　　別 細　　別 大 き さ 数量

1) 橋梁基本設計　報告書 10部

2) 橋梁基本設計　設計図 10部

面積表及び求積図

敷地案内図

配置図

平面図（各階）

立面図

断面図

計画説明書

仕様概要書

仕上概要表

工事費概算書

西口昇降棟・東口昇降棟
自由通路イメージパース図

（外観及び内観）

6) 打合せ記録簿 打合せ記録簿 一式

測量成果品（2分冊） A4ファイル

3級基準点測量 A4ファイル

電子成果品（正副） DVD-R

　　2孔ファイル綴り A4ファイル 1部

　　2孔ファイル綴り A3ファイル 1部

設計業務　土木設計
（橋梁基本設計）

本業務に関連
した電子データ

ＤＶＤ－Ｒ 一式

設計業務成果品 A4製本

測量業務成果品 1部

A３製本 10部

基本設計説明書 A３製本 10部

基本設計図
（比較検討案３案）

測量業務

上記3)，4）

上記1)，2)，5），6）および土木設計設計計算書
　　2分冊　1/2，2/2

3)

4)

5)

7)

本業務に関連
した電子データ

設計業務　建築設計
（上屋・昇降棟設計）

設計業務　建築設計
（上屋・昇降棟設計）
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